
メディカル・リゾート 伊原間（仮称）



日本を代表する観光地で、今後ますます需要拡大する医療ツーリズムに特化した施設を目指します。

「高級リゾート宿泊施設」×「医療（人間ドック・健康診断）」ｘ「訪日（インバウンド）」

日本政策投資銀行の想定

2020年の時点でメディカルツーリズムの潜在的な需要は、年間

約43万人です。潜在需要が実現した場合のメディカルツーリズム

の市場規模は約5,500億円、経済効果は約2,800億円が見込まれてい

ます。

なお、2020年において日本を訪れるメディカルツーリストの国籍

・人数予測は以下の通りです。経済産業省が中国、ロシアの富裕層

をターゲットとした実証実験を行っており、その2ヶ国からの人数

増加が高く予測されています。

•中国：31.2万人

•米国：5.9万人

•ロシア：5.4万人

出典：日本政策投資銀行「進む医療の国際化～医療ツーリズムの動

向～」日本にとっても大きなインバウンドビジネスのチャンスです

。

https://www.dbj.jp/ja/topics/report/2010/files/0000004549_file2.pdf


沖縄県石垣市伊原間メディカルリゾートＰＲＪ事業計画書 骨子

１背景事情
石垣市は日本列島の最西南端にあって、11の有人島からなる八重山諸島の拠

点都市である。台湾や東南アジア諸国をはじめ、広くアジア・太平洋地域に開
かれた位置に所在する国境都市でもある。高峰の於茂登岳（526ｍ）を中央に、
八重に重なる雄大な山々とエメラルドグリーンに輝く景勝地・川平湾は国指定
名勝に指定されている。温暖な気候の中、美しいサンゴ礁と青い海に囲まれた
美しい島は多くの観光客が訪れる観光都市でもある（垣市ホームページより抜
粋）。
上記のような観光資源の魅力等により石垣市の入域観光者数は、平成29年度

は137万6651人となっており宮古島の入域観光者数約100万人をはるかに凌駕
する一大リゾート地域となっている。
但し、宮古島には宮古島東急ホテル＆リゾーツ、ザシギラ、シギラベイサイド

スイートアラマンダ、ホテルブリーズベイマリーナ、ホテルアトールエメラル
ド宮古島等大型ホテルが相当数存在するうえ、このほかに18ホールを擁するゴ
ルフコースとしてオーシャンリンクス宮古島、エメラルドコーストゴルフリン
クス、シギラベイカントリークラブの三つが存在する。
この点、石垣島には、ＡＮＡインターコンチネンタル石垣リゾート、アートホ

テル沖縄、フサキビーチリゾート、クラブメッド石垣島の大型ホテルがあるが、
石垣宮古両島の入域観光者数を比較した場合、石垣島のホテル数はいまだ十分
とはいえない。
また、石垣島のゴルフ場は10ホールのマエサトゴルフコースしかなく、日本

国内の富裕層とインバウンド層をターゲットとするには大きなウィークポイン
トと言わざるを得ない。

２ 本件プロジェクト
Ⅰ 優位性

本件プロジェクトは上記のウィークポイントを鑑み、宮古島にない優位性を
持たせることを基本理念として人間ドック・健康診断を兼ね備えたメディカル
リゾートを提案する。血液検査、尿検査、胸部及び腹部エックス線、心電図検
査、腹部エコー、ＭＲＩ検査、頭部ＣＴ、大腸内視鏡検査等東京都心部の高級
人間ドックで行う検査をすべて行い、石垣島の大自然を堪能しつつ健康の維持
増進を図るというコンセプトである。

このコンセプトの顧客ボリュームゾーンとして、日本人富裕層はもとより中国、台
湾そして韓国等のインバウンドを標榜する。首都圏には我国の医療水準を信用する
中国人富裕層の人間ドックツアーが浸透しており、概ねその健康診断に80万円程
度の費用を払うケースが多い。そのような現状を考慮して、都心同様の人間ドック
を受けられなおかつ移動の簡易性、石垣の観光優位性を兼ね合わせて考えた場合、
リゾートとしての優位性を十分に保つことができる。同様の試みは都心からほど近
い山中湖でも、リゾートトラストグループが株式会社ハイメディックと提携し、グ
ランドハイメディック倶楽部というリゾート地での検診サポートシステムを展開し
ている。
なお、この施設にはヒアルロン酸、ボトックス注入、シミ取り等のいわゆるプチ整
形クリニックを併設する予定である。韓国の整形手術も相変わらず中華系民族に人
気であるが、その安全性に疑問を抱く富裕層は日本において施術をうけている。そ
こで人間ドックとともに美容クリニックを併設することで優位性をさらに高める予
定である。
また、北部住民のための簡易な一般診療を可能な限り併設する予定である。
なお、現時点で監修もしくは医療施設事業者としては、医療法人ＤＩＣ宇都宮セン
トラルクリニックで大規模な人間ドックを運用する佐藤俊彦医師を予定している
（https://ucc.or.jp/）。
Ⅱ 地域経済の活性化
本件土地所在地伊原間は、石垣市北部に所在する。リゾート展開によってリゾー

ト開発及び運営による経済活性化及び地元民の雇用促進等により石垣市北部農村活
性化協議会（https://ishigaki-hokubu.com）の抱く将来像にも寄与する。
Ⅲ 港湾利用
本件プロジェクトは本件土地所有地関連会社によって伊原間に漁船及び停泊権を

有している。そこでダイビングショップをリゾートに併設しマリンスポーツをリ
ゾートのアクティビティとして活用することを考えている。この点で港湾利用及び
整備にも可能な限り協力体制を構築する予定である。
Ⅴ 事業の拡張性
本件所在地南部隣接地には伊原間港まで続く約2万坪の土地が存在し隣地との一

体開発が可能である。これが実現した場合は島内でも有数のリゾート地となり得る。
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